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１　

現
地
で
地
名
を
考
え
る

－

小
字
と
し
こ
名
（
通
称
地
名
）、
発
音

１

１　

こ
こ
で
い
う
小
字
は
土
地
台
帳
・
地
籍
図
に
記
載
さ
れ
た
地

名
。切
絵
図
・
大
絵
図
に
は
小
字
が
記
さ
れ
る
。

○
酒
井
東
の
場
合

田
畑
：
小
字
横
枕
の
う
ち
に
ム
ラ
ン
ウ
エ

　
　

小
字
東
川
口
の
う
ち
に
ヨ
シ
タ
ケ
、
カ
ワ
ン
ム
コ
ウ
ン
タ　

　
　
　
（
川
ん
向
こ
う
ん
田
）

　
　

小
字
ハ
タ
チ
の
う
ち
に
宮
東
、
八
の
坪

　
　

小
字
ハ
キ
ヤ
の
う
ち
に
九
の
坪

　
　

小
字
南
北
小
路
の
う
ち
に
三
十
六
（
集
落
南
東
隅
）

　
　

小
字
長
市
の
う
ち
に
シ
モ
ダ
、
サ
ン
タ
ロ
ウ（
三
太
郎
）

　
　

小
字
芥
子
苅
・
三
太
郎
・
瘤
町
・
西
川
口
の
う
ち
に
ナ
イ
ダ

横
枕
の
別
名
：
横
枕
の
う
ち
に
サ
ク
ラ
マ
チ

道
：
：
村
中
と
南
北
小
路
の
境
ム
ラ
ナ
カ

○
酒
井
西
の
場
合

田
：
：
小
字
中
高
の
う
ち
に
シ
マ
メ
グ
リ

　

 　

小
字
餅
田
の
う
ち
に
オ
サ
ダ
、
マ
エ
ダ

　

 　

小
字
大
坪
の
う
ち
に
ロ
ク
ノ
ツ
ボ（
六
ノ
坪
）

宅
地
：
小
字
柳
原
の
う
ち
に
ブ
ク
デ
ン
、
ミ
ナ
ミ
、
イ
デ
ン
シ
タ
、  

          

ム
ラ
ナ
カ
、
モ
ッ
ダ
（
モ
チ
ダ
）、
ヤ
ネ
ン
ナ
カ
、
ゼ
ン
ニ
ャ

          

ブ
チ
（
銭
屋
渕
）、
カ
ー
バ
タ
（
川
端
）、
ナ
カ
ン
タ
カ
オ
、

          

シ
ン
ミ
セ
（
新
店
）、ロ
ッ
カ
セ
、コ
マ
モ
ノ
ヤ
、ミ
ヤ
ン
マ 

エ
、

          

テ
ラ
ン
マ
エ
、ウ
ー
カ
ジ（
大
鍛
冶
）、タ
カ
ヤ
ジ
、ム
ラ
ウ
エ
、

          

ジ
ョ
ウ
ザ
ン
ブ
ッ
ザ
、
マ
ガ
リ
メ
（
道
）

　
　

小
字
八
反
田
の
う
ち
に
ロ
ク
ン
ゾ
ー
（
六
地
蔵
）

         

小
字
下
田
の
う
ち
に
ミ
ズ
ヤ
イ
デ（
水
屋
井
出
、
河
川
内
湧

          

水
点
）

○
姫
方
の
場
合

　
　

小
字
姫
方
の
う
ち
に
テ
ラ
ノ
マ
エ（
寺
の
前
）、
フ
ミ
キ
リ

　
　

小
字
障
子
田
の
う
ち
に
フ
ミ
キ
リ

　
　

小
字
神
水
川
の
う
ち
に
ハ
ッ
タ
ン
ダ（
八
反
田
）、
カ
ミ

          

シ
ョ
ウ
ズ（
上
神
水
）、
シ
モ
シ
ョ
ウ
ズ（
下
神
水
）

　
　

小
字
牟
田
の
う
ち
に
チ
ョ
ン
ツ
ボ（
丁
坪
）
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小
字
中
牟
田
の
う
ち
に
チ
ョ
ン
ツ
ボ（
丁
坪
）、
ク
タ
ン
ツ
ボ

　
　
　
（
九
田
坪
）

　
　

小
字
蓮
原
の
う
ち
に
ウ
ウ
マ
ガ
リ（
大
曲
）、
サ
ン
ダ
ン
オ

　
　
　

サ
、
シ
モ
ハ
ス
ハ
ラ（
下
蓮
原
）

武者土井

久保田
ク〈車

大
人大渡

沼尻
坂下

ゲンゾウバル〈源蔵原〉

ス
ル
メ
ダ

〈
鯣
田
〉

ジッチョウブン〈十丁分〉

浦田
クダユウダン〈九太夫谷〉

高
良
田
堰

化
粧
田
川

上高良田堰ソラクチ〈空口〉

高良田
日焼堰

図4-1　平田町の通称地名分布図（赤－現在の小字名・緑－通称地名、地図－明治33年）
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図4-2　轟木町の通称地名分布図（図4-1に同じ）

図4ｰ3　現在の轟木町二本黒木付近（平成16年）
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注
１
続
き（
地
租
改
正
に
よ
り
消
え
た
田
圃
の
し
こ
名
）

○
江
島
の
場
合

小
字
名
は

浮
殿
（
ウ
キ
デ
ン
）、
今
屋
敷
（
イ
マ
ヤ
シ
キ
）、
大
日
（
ダ
イ

ニ
チ
）、
石
割
（
イ
シ
ワ
リ
）、
池
ノ
谷
（
イ
ケ
ノ
タ
ニ
）、
四

反
田
（
シ
タ
ン
ダ
）、
盲
落
（
メ
ク
ラ
オ
ト
シ
）、
熊
本
（
ク
マ

モ
ト
）、奈
良
ノ
元
（
ナ
ラ
ノ
モ
ト
）、相
模
（
サ
ガ
ミ
）、江
島
（
エ

シ
マ
）、
天
神
記
（
テ
ン
ジ
ン
キ
）、
沼
田
（
ヌ
マ
タ
）、
牟
田
（
ム

タ
）、
下
牟
田
（
シ
モ
ム
タ
）、
西
谷
（
ニ
シ
タ
ニ
）、
本
行
（
ホ

ン
ギ
ョ
ウ
）、
狂
言
谷
（
キ
ョ
ウ
ゲ
ン
タ
ニ
）

だ
が
、
そ
れ
以
外
に

ノ
ン
ボ
イ
（
リ
）、フ
カ
タ
（
深
田
）、オ
ク
シ
ュ
ー
ジ
（
奥
小
路
）、

サ
カ
グ
チ
（
坂
口
）、
シ
マ
ザ
キ
（
島
崎
）、
サ
ク
ヤ
マ
（
作
山
）、

シ
マ
ダ
（
島
田
）、
ハ
サ
ゴ
、
シ
ョ
ン
マ
エ
、
ハ
ナ
ノ
キ
（
花
木
）、

コ
ガ
ン
マ
エ
、
ド
ン
ゲ
ツ
（
殿
月
）

が
あ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

図4ｰ4　ハル・バル地名が多い曽根崎～飯田地区一帯（平
成16年）
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２　

地
名
か
ら
中
世
の
村
を
考
え
る
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条
里
制
の
村

２

２　
「
條
里
制
と
鳥
栖
」『
郷
土
史
料
』３
、昭
和
31
年（
１
９
５
６
）

図4ｰ5　圃場整備前の藤木～酒井地区水田地割り（昭和23年）
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図4ｰ6　地名による鳥栖・基里地区の条里復原
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て
が
か
り
と
な
る
中
世
地
名
・
地
名
の
解
釈

図4ｰ7　田代・河原家田付近（昭和23年）
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３

４

 

名
地
名

５

６

 

荘
園
免
田
地
名

３　

奈
良
・
西
の
京
の
人
で
、平
城
京
発
掘
作
業
員
だ
っ
た
人
に
、そ

う
発
音
す
る
人
が
い
た
と
い
う
。岩
本
次
郎
氏
に
よ
る
。

４　

栄
原
永
遠
男
氏
に
よ
る
。

５　

肥
後
人
吉
庄
に
寅
次
名
が
あ
っ
た
こ
と
が「
相
良
家
文
書
」で

確
認
で
き
る
。

６　
『
鎌
倉
遺
文
』２
８
５
２
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図4ｰ8　永世神社付近には神社にちなむ地名がみられる。
（平成18年）
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田
畑
な
ど
の
形
状
・
性
質
に
由
来
す
る
歴
史
地
名

７

７　

明
治
以
前
に
日
本
に
去
勢
の
技
術
は
な
か
っ
た
。 図4ｰ9　水屋町粟畑付近航空写真（昭和23年）
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焼
畑
地
名　

８

 

古
代
官
道
地
名
・ 

車
路　

９

８　
『
豊
後
国
荘
園
公
領
史
料
集
成
』二

９　

前
掲「
養
父
郡
平
田
邑
名
寄
帳
」

図4-10　宿本村（上）と車路（下）（昭
和23年）
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城
郭
・
要
害
地
名　

10

10　
「
筑
紫
家
文
書
」『
佐
賀
県
史
料
集
成
』第
28
巻

図4ｰ11　牛原～館跡には城郭関連地名が多い（平成18年）
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１　

古
文
書
に
み
え
る
地
名
と
現
在
の
地
名

11

○
室
町
後
期
・
永
正
頃
の
幸
津
の
地
名

図4ｰ12　幸津周辺航空写真（左‐平成18年、右‐昭和23年撮影）

11　
「
筑
紫
家
文
書
」『
佐
賀
県
史
料
集
成
』第
28
巻
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名○
小
字

○
通
称
地
名　

図4-13　幸津町通称地名分布図（赤－現在の小字名・緑－通称地名、地図－明治33年）
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○
井
堰

２　

検
麦
帳
・
検
見
取
帳
か
ら
み
た
幸
津
村
の
姿

12

12　

５
丈
で
１
反
、半
は
１
反
の
半
分
。

図4ｰ14　永正六年五月肥前国養父郡幸津検麦取帳之事－作物に大、小、そば、秋などがみえる。左から2番目
の「なわしろ」という地名は現存する。（『筑前国筑紫文書』　明治大学博物館蔵）
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13

14

13　

ヒ
エ
は
今
で
は
田
の
草
取
り
の
対
象
、つ
ま
り
雑
草
で
あ
る
。

し
か
し
、「
稗
つ
き
節
」か
ら
わ
か
る
よ
う
に
ヒ
エ
が
重
要
な
穀
物
で

あ
っ
た
時
代
が
長
か
っ
た
。　

14　

５
丈
で
１
反
、半
は
１
反
の
半
分
。

図4ｰ15　「永正七年九月肥前国養父郡幸津本庄検見取帳之事」－左から3・4番目のおり口、左端
の三十六は今も幸津の知名に残る。（『筑前国筑紫文書』明治大学博物館蔵）
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15　

歩
射
田
地
名
は
多
く
、先
に
み
た
寛
政
10
年（
１
７
９
８
）の

「
養
父
郡
平
田
邑
名
寄
帳
」（
立
石
家
文
書
）に
み
え
る「
武
者
田
」（
現

在
の
小
字
で
は
武
者
土
居
）も
歩
射
田
と
思
わ
れ
る
。ビ
シ
ャ
田
と
発

音
さ
れ
る
た
め
、誤
っ
て
毘
沙
田
の
字
を
宛
て
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

�

15
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16

17

16　

て
う
の
は「
ち
ゅ
う
の
」と
す
れ
ば
小
字
中
野（
ち
ゅ
う
の
）で
あ

る
。お
り
口
地
名
も
残
る
。

17　
　

つ
く
だ
、ひ
え
田
、大
早
稲
田
な
ど
が
あ
っ
た
。
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